
★連続セミナー「現代世界を読む」開催のお知らせ 2021年1月1日  

 21世紀現代世界は、今、未曽有の危機にあるいわれていますが、実は、資本主義は破局の段階を

迎えています。リーマンショックに象徴される負債経済（現代版高利貸資本のグローバル公社債市場

での跋扈）が生み出す貧富の格差の拡大や非正規労働者の増大、ますます激化する気候変動に加え、

福島第一原発事故がまざまざと示した科学・技術の問題性など。その上に、2019年末に始まったコロ

ナパンデミックは、私たちの生活・生命の基盤を脅かすとともに、現代資本主義の破局状況を見つめ

る機会を与えています。一つは資本家側から提案されているグレート・リセットであり、AIなどの情

報技術による新たな成長を展望しています。もうひとつは、新しい社会システムへの移行をめざし、

現在の社会のなかにいまここでそれを作りだそうとしている社会運動です。 

 

 しかしながら、このような現代世界の破局状況を解明し、新たな社会の形成を目指すための理論

的営為はいまだ不十分です。というのも現代の破局状況において、資本主義の基盤である資本家階級

と労働者階級の存続の持続可能性が問われており、この階級基盤の揺らぎによる統治能力の喪失によ

って、両階級の共倒れの危機が高まっているからです。近代知そのものの見直しが問われているので

す。 

 

 こうして、資本主義の破局とそのもとでの両階級の共倒れ、という観点から現代世界を読み解く

ことが課題であることが判明しますが、この課題はこれまで検討されたことすらありません。それで、

この観点から現代世界を読み解き、社会変革への指針を得るためには、幅広い知の協働作業が必要と

されています。そこで、今年から「現代世界を読む」と題する連続セミナーを開催し、皆さんと一緒

にこの問題を考えていきたいと思っています。研究者、社会運動の実践家、労働者、学生といったさ

まざま分野で活動している方々のご参加をえることによって、現代世界を読み解く知的協働作業を展

開していきたいと考えています。 

 

 さしあたりは当協会のメンバーを講師とするセミナーから始めますが、研究者の方をはじめとし

て外部の方をお呼びしてのものも今後行なっていきたいと思っています。皆さまのご協力をよろしく

お願いします。 

 

 現代世界に疑問を持ち、世界を変えたいと思っている方々が、広くこのセミナーに参加していた

だき、みんなで議論していきましょう。よろしくお願いします。 


